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はじめに

本稿 で取 り上 げ るG.P。 ス クルー プは、19世 紀に おけ るイ ングラ ン ドの通 貨論争 の中

で異彩 を放 ってい る論客の一人 であ る。L.H.ホ ワイ トは、金本位 制 をあま り強 く支持 し

てお らず通貨拡 張主義の傾向 を有 してい る とい う点 で逸脱 を認めつつ も、 フ リーバ ンキ

ングの核 心的 な原理 を主張 して い るとして、彼 をフ リーバ ンキ ング論者の うちに含め て

の

い る。 しか し、 ス クループの議論 を子細 に検討 してみ る と、当時のパー ネルや ギルバー

トに代 表 され るフ リーバ ンキング論者 とはか な り異質 な立場 をとってい るこ とが明 らか

にな って くる。 それは、 自由 な通貨 を主 張 しなが らも、金融制度 を国家や 公正、 自由、

競争 な どの問題 と密接 にかかわ らせ て論 じてい る ところか ら生 じてい る。本稿 では、 ス

クループの貨幣理論 を貨幣に対す るさまざまなアプ ロー チの一 つ として取 り上 げ ること

にす る。

ス クループ は、経 済学者 としては特異 な経歴 の持 ち主 であ る。1797年 に ロシア貿易 に

携 わ る商人の息子 として生 まれ、 オ クスフォー ド大 学のペ ンブル ック ・カレ ッジを経 て、

ケンブ リッジ大学 のセ ン トジ ョンズ ・カ レッジに進 み、1821年 にB.A.を 取得 して以来、

著名 な地質 学者 として活躍 し続け る。治安判事へ の就任 を契機 に農業 労働 者の窮状 につ

いて深 く認識 させ られ、 以来、経済や政治 につ いて も関心 を抱 くよ うにな った。1832年 、

彼 は議会 に進 出 し、1868年 まで下院の議員 を務め た。雑 誌やパ ンフ レッ トを通 じての評

論や 、委員会 での活動 を活発に展開 し、社会 ・政 治問題 に終生深 いかかわ りを もった。

1830年 代 の は じめ、 彼は、救貧法 な どの社会 問題 とともに、貨幣 問題 を取 り扱 った記

事やパ ンフレッ トを立 て続 けに発行 している。1830年 には、貨幣 問題 に関す る著述 をは

じめ て二 つおおや けに してい るが、 その一つ に、パ ンフレ ッ ト 「信用通 貨について、お

よびその鋳 貨に対す る優位性 、安 価 で安全 で十分 な流通 手段の確 立のための請願 を支持
2)3)

して」 があ る。1832年7月 の 『クオ タ り一 ・レヴュー』 に 「産業 の権利 と銀行 制度」 と
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題す る記事 を掲載 し、1833年 には、「銀行特 許問題 の考察 、お よび正 しい価値標準 の本 質
の

につ いての研 究 と、貨幣制度 の改良につ いての提案」 と題 す るパ ンフレ ッ トを出 してい
ら　

る。 また、1833年 には、 『経 済学原理 』 を出版 し、 その第16章 「交換 手段 の規制」で も貨

幣理論 を扱 って いる。 こ こでは、主 に、 イングラ ン ドの金融制度の問題 を取 り扱 った こ

れ ら1830年 代 の前半 の一:連の著作 を考察 の対 象 とす る。

この時期 イングラ ン ドでは、 イングラン ド銀行 の金党換が1821年 に再開 されてか ら約

10年 が経過 してお り、1825年 に は激 しい金融 恐慌 を経験 している。 この近代 的特徴 をも

った最初 の恐慌 は、 南米へ の投機 の破綻 が主な引 き金に なったが、 イングラン ド銀行 の

金 融緩 和政策 もそれ を誘発 した とされてい る。 この金融恐慌 に よって イングラン ドの金

融制 度の立 ち後れ が明 らか になったため、翌1826年 に は、 ロン ドンか ら65マ イル以上離

れた地域 で株式銀行 に銀行 券の発行 が許可 され、 イング ラン ド銀行 の支 店が主要都 市 に

開設 され るな どの対 応策が とられた。 同時に、5ポ ン ド以下 の地方 銀行 券の発行 を廃止

す る とい う措 置 もとられ ている。 イ ングラン ド銀行の特許 更新 を認めた1833年 の銀行条

例 は、 イン グラン ド銀行券 を法 貨 として認め、利子制 限法 に よる割引率 の上 限(5%)

を撤廃 し、 また、銀行券 の発行 をしな い限 り、 ロン ドンか ら65マ イル以 内において も株

式銀行 の設立 を認め た。 この ような金融制度が相次 いで改定 された この時期 は、 この前

後 に行 われた地 金論争 とピー ル条例 制定前後 に活発 に行 われ た通貨論争 とに挟 まれた時

期 であ るが、 これ ら両論争 に引け を取 らない活発 な議論 が なされ た。

1.公 正 と自由、秩 序 と進 歩

スクループの貨幣理論 を取 り上げるに当たって、その背景にある彼の社会哲学に触れ
　　

てお くことが必要 であろ う。 彼の 『経済学原理』 は、その タイ トルの全文 が 「社 会的福

利 の 自然法か ら導 き出 され、英国の現状へ 応用 され た政治経済学 の原理 」 とな ってお り、

ここか らも問題へ の関心 と接近の仕方が うかがえ る。 その序論 「社会 におけ る人間の権

利 、義務 、利害 の一致 について」 では、3つ の章 を割 いてモラルサイエ ンスにつ いて論

じられて いる。 自然 原理 の テーマ を扱 った この序 論 では ヒュー ムや バ トラーか らの引用

がな され、18世 紀 的な精 神的雰囲気 を色濃 く漂 わせ、穏健 で抑制 された基調 を もつ 自然

法 哲学が展開 されてい る。

スクルー プの経 済学は厚生経済学 と しての性格 を色濃 くもってい る。彼が抽象的権利

や 自然的 公正 につ い て判断 す る際 に前提 と して置 くの は、「協 同的 な社 会(associated

communty)」 の大 多数 の利益 、す なわち 「最大 多数 の最 大幸福」とい う功利主義的基準
の

である。彼は、存在するものの進歩の可能性をつねに考えてお り、その際に、制度的な

要因すなわち社会の制度や取 り決めが重要な意味をもつとしているが、この取 り決めの
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目的 も功利主義的基準によって規定 されているとする。 そして、「人間の肉体的・精神的

幸福 は、その社会的な取 り決めによって最 も大 きく影響 され」るとともに、「これらの取
　ラ

り決めは大 きな限 りない進歩 を可能にす る」 というのである。ただ し彼は、人間のあら

ゆる行動は利己的動機に基づいているという功利主義のもう一つの教義については認め
9)

ていない。 にもかかわらず、社会に関す る諸原理 を人間の感情 と行動にかかわる公準か

ら演繹 して くるのであるが、その公準はアプ リオ リな心理的 ・倫理的仮定 ではな く、経

験の観察によって基礎づけ られている。個々の事実は不確かなものであって も、経験に

よって、それ らの事実の集合に一般化 を可能にす るような斉一性が付与 されるのである。
　 コ 　 　 　 　 む 　 コ 　 　 の 　 　 　 　 　 ユむラ

こうして、所有権 をはじめ とする自然権や 「自由な労働 とその生産物の自由な処分」に

かかわる諸原理は、「一般的福利」あるいは 「功利の原理」によって規定 されることにな

る。

一方で、 スクループは、社会が発展する上で人間の自由が果たす重要な意義 を認めて

いる。 自由の実践 と私利に基づ く本能に基づいて、人間は自らの意図を超 えた複雑で協

同的な社会 を形成 して きたのであ り、 また、それぞれの主体が 「互いに条件 を自由に設

定 できる」ならば、「共同生産への彼 らの相対的な要求の公正 な調整が もたらされるにち
　　

がいない」。 もし、それぞれの人間が富の増大か ら相応の分け前を受け取 ることができて

いなければ、 それは、生産 と分配の 自然な原理に対 して誤 った制度的干渉がなされてい

るか らであるというのである。本来的に、制度 と個 人の行動および私利の働 きは社会発

展の過程 で協調 し合 って働 き、互いに調和 した関係にあると見なされている。

スクループの社会哲学は、社会の秩序 と進歩の両方の必要性 を認めているという意味

で りベ ラルである。存在す るものはすべて正 しい とす る原理が否定 される一方 で、 自然

なシステムにおいては秩序が強調 され る。そこでは、経済制度が 「あらゆる人間の内部
ユ　ラ

に埋め込 まれた勤勉 と経済の原理の発展への展望 を与 える」。 しか し、秩序の発現は永久

的ではあ りえず、社会が発展する とともに、人間性の諸傾 向を自由に働かせ るために新

しい秩序形態が必要 となる。 その結果、制度はその固定性のゆえに不安定の源泉にもな

りうるし、人間集団の潜在力の発展 を抑制することになるか もしれない。社会の法や制

度には不合理や惰性へ と向か う傾向が内包されてお り、 自然的 自由の考 えに含 まれてい

るような完全性はけ っして存在 していない。ここか ら、制度によるコン トロール も制度

自体の コン トロール も可能であるし、また必要でもあるという考 え方が出て くる。 自然

なシステムが もつ諸力の発現 を妨げるような制度の濫用には反対することは必要 である

が、すべての コン トロールを捨て去 ってはな らない というのである。

ス クループの抱 く原則や概念、そしてそれ らの社会への適用の仕方はきわめて柔軟で
13)

現実 的 であ る。 彼 自身、「『黄 金 の中庸』が 唯一 の真 の安全 な道 」 であ る と述べ て いる。

オー ピー の言葉 を借 りる と、18世 紀 的 なモ ラルサ イエ ンス に よって 「レッセフ ェー ルが
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それへの一歩 となるアナー キズム、存在す るあらゆるものを永続的な もの とす る楽観主

義 に基づ く停滞、あるいは もう一つの極端 である国家的バ ターナ リズムか ら免れること
14)

が で きた」 の であ る。

2.貨 幣価値 と信用通 貨

貨幣問題に関す るスクループの議論の要点は、当時の経済的混乱の原因を貨幣価値の

変動に伴 う価格変動に求め、安全で自由かつ豊富な信用通貨 を供給する金融制度の確立

によってその混乱 を打開 しようとす るところにある。そ して、 その最 も重要 な目的は社

会的福利の最大化である。彼の貨幣理論 を見てまず 目に付 くのは、古典派の労働価値学

説 と異なる価値論に基づいてい ることと、 ヒュームの影響 を強 く受けているこ とである。

まず、価値理論について簡単に見てみよう。彼は、価値 を実質価値 と交換価値 に区分

して、実質価値 は商品 を生産す るのに必要 な労働であるとし、交換価値 を市場における
ユら　

その商品の他の商品に対す る相対的な購買力 と規定 している。 その購買力は、その商品

の相対的 な生産費用に依存す るが、同時にその商品の市場におけ る需要に対す る供給の

度合 いとして現れ る。 この生産 費用は、生産に必要 な直接的あるいは資本の形で蓄積 さ

れた間接的な労働量か ら構成 され ると考 えられているが、だからといって労働が交換価

値であ るというわけではない。彼は、労働価値説 をス ミス以来の政治経済学者の共通す
16)

る見解 である と指摘 した上で、この説に批判 を加えている。商品の交換価値は、労働の

交換価値の変化や労働生産性の変化を通 じて変わるが、労働の価値 自体 も変化 しやす く、

商品 と同様 に交換価値の変化に従属 している。結局のところ、商品の交換価値 は、他の

商品の平均的 な供給の困難 と比較 した場合の、その需要 に対する供給の困難によって決

定 され るとい うのである。すなわち、「稀少や独 占、利潤率、課税、その他 の労働 とは ま

った く無関係 な事情が、生産の困難を増大 させ ることによって多 くの物の価値 を増大 さ

せ る。 しか も、独 占、利潤、あるいは課税 を免れる物があっても、それらの価値はやは
・ …17)

りそれ らの絶対的な生産費用 ではな くて相対的な生産費用に依 存する」のである。 この

ような価値論は、要約すると、需要 ・供給関係の市場的要因を考慮に入れた購買力説 と

見なす ことがで きよう。

ところで、価値 はあらか じめ知 られた特定の商品である貴金属すなわち貨幣を参照す

ることによって測 られる。 それゆえ価値は貨幣価値 として現れ る。 ところが、それ自体

が商品である貨幣 は、当然、他の商品に対する購買力すなわち価値 を変える。貨幣 その

ものの生産価格の変化、お よび装飾や鋳造向けの需要の変化、貨幣以外の商品集団の生

産や需要 と供給の変化に よって変化す る。 これは、価値尺度その ものの変化 をもたらす

ことになる。金や銀が貨幣 として一般的に利用 され るようになったのは、交換手段 に適
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した性質、すなわち可分性、可融性、耐久性、輸送の便利さ、完全な質的同一性のため

であって、価値尺度 として便利だか らとい うわけではないのである。 スクループは、こ

の貨幣価値 の変化が 多くの理論家によって過小評価 されて きた として、過去20年 間の貴

金属価値の異常 な変動 とくにその上昇 を問題にする。そ して、この物価の全般的な低下

は、商品供給に比較 して貨幣供給が相対的に不足 しているために生 じたのであ り、貴金

属 は他の財 よりも価値変動は少ない ものの、その正確 さか らすると価値尺度 としては十

分 ではない とする。 こうした見解は、後の 「商品集団」を価値尺度 とす る計表本位の提

唱へ とつながってい く。

ところで、イングラン ドでは、1797年 の金免換停止以降、激 しい景気変動が続 き、1809

年には貨幣価値 の下落 と物価上昇、および外国為替相場の激 しい逆調が発生 した。 この

状況 を受けて、1810年 の議会下院の特別委員会すなわち地金委貝会 では、外国為替相場

の下落およびこの貨幣価値 と物価 の変動 の原因を、銀行券 とくにイングラン ド銀行券の

過剰発行に求めた。そして、その打開策 として金党換の再開が提起された。同委員会報

告書の内容に したがって実際に金免換が再開されるのは、戦争の脅威が去った1819年 で

あったが、この時期の物価 は1813年 にピー クを迎 え、それ以降は全体 として低下 してい

くことになる。

この時期の通貨をめ ぐる論争において、貨幣価値の変動、 とりわけ金価値の上昇 を問

題 とし、この問題を社会的不公正の観点からとらえたところにス クループの議論の特徴

がある。彼は、次のように議論 を展開す る。人々は、貨幣価値が不変であるという慣習

的な確信に基づいて売買や契約 を行 うが、取引に時間を要す るために商品の評価 と評価

との間や貨幣契約の合意 と履行 との間に貨幣価値 に変化が生 じて、当事者は予期 してい

たもの とは異なる交換価値 を授受することになる。こうした価格変動による国民所得へ

の影響は無差別ではあ りえず、貨幣価値の長期的な下落は、生産者の貨幣契約(地 代、

課税、補助金、債務 など)の 負担 を相対的に軽減す ることによって、産業あるいは勤勉

に報償 を持続的に与 えてそれを促 し、資本の成長 と産業の繁栄に寄与す る。 それは、債

権者に とっては不利益かつ不公正 となるが、社会全体 としては大 きな利益 をもたらす。

こうして、産業 または勤勉の利益 を優先 させ、漸進的な通貨の拡大 と価格の上昇が最 も

望 ましい状況であ るとす る。 この考 えは明 らか にヒュームか ら受け継 いだ ものであ る
　

が 、 ス クループ は、社会 の進 歩 とともに貨幣 契約 の意義 と量が増 大す るため、 この点 に
19)

ついての考慮が ますます重要になっていると強調す る。なお、彼は、労働者の利害 も産

業のそれ と合致す ると考 えている。賃金は緩やかに価格に追随す るため、価格下落 と賃

金低下 との間に生ず る時間的ギャップは実質賃金の上昇によって労働者に利益 をもたら

す ものの、これを享受するのは雇用 されている労働者に限 られ、労働者階級全体 として

は、雇用主の倒産による失業および負債や税金の支払い後に残 され る労働雇用の基金の
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減少によって不利益 を蒙 ることになるからである。

こうして、価値尺度 と流通手段 とを機能的に分離 し、価値標準 としては貴金属 を用い、

流通手段 として信用通貨 を採用することが提起 される。彼によれば、信用は貨幣 とほぼ

同時の起源 をもってお り、信用通貨は種々の信用(為 替手形、相殺、債権者 と債務者の
20)

間の勘定など)の 発展 した形態に他ならない。 この通貨は、安全性、移転の容易さ、安

価な維持費用や、貴金属の貨幣流通からの解放による資本の節約が実現できるなどの利

点 をもつが、なかでも 「貨幣供給を価格の総計が生産費用の総計の水準に一致す るよう
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　の

に商品全体の供給 と歩調を合わせ」て流通量を拡大できること、すなわち総生産の増大

に比例 した通貨の拡大が可能 となることが最大の利点なのである。需要に柔軟に応えて

十分に供給され、そのことによって産業の発展に寄与す る最 も望 ましい通貨 とい うわけ

である。

3.自 由な銀行業 と金の廃 貨

ス クルー プは、信 用通 貨がか か る 目的 を十分 に達成 す るために は、基本的 に は 自由競

争 に基づ いて発行 され るこ とが望 ま しい と考 えて いる。 自由 な通貨制 度の下 で、競争 原

理 と利 潤原理 が働 くこ とに よって、通 貨の過剰 発行 が防止 され、安定 的 な供 給が実 現 さ

れ る とい うの であ る。 こ う した考 え方 は、 フ リーバ ンキン グの主張 ときわめて近 い もの

であ って、 その こ とは、 彼が、 トゥック、マ シ ッ ト、パー ネル、 ジ ョプ リンな どを支持

し、 と くにパー ネル の見解 には大 き く依 拠 して い るこ と、 また、 スコ ッ トラン ドの銀行

制度 を支持 し、イングラ ン ド銀行 の特権 の更新 を擁護 す るマ カロ ックのパ ンフ レッ ト『イ
　 ラ

ングラン ド銀行の歴史的描写』 を批判 していることからも容易にわかる。

しか し、彼の主張には、他のフ リーバンキング論者 とは異なる要素 も含まれているこ

とも見逃 してはならない。それは、パーネルをはじめ とす る当時のフ リーバンキング論

者の多 くが、基本的に金本位制を前提 とした上で銀行券の自由な発行 を唱えているのに

対 して、彼が金本位制の硬直性それ自体 を問題にしてお り、金の廃貨の必要 を唱えてい

る点である。これは、1832年 の記事の中で、1819年 の金交換への復帰 も金交換停止に劣

らぬ誤 りであると主張 し、交換の制限下で低下 していた金価値が復帰によって上昇す る

ことを見逃 した として、 リカー ドや リバプールなどを批判 していることからも明らかで
　ヨラ

ある。 スクループは、銀本位制 を提起す るなど直ちにすべ ての金属本位制の廃止を求め

ていない し、実際の ところ、彼の議論の中には金免換 を前提 として議論を展開 している

部分 も見受けられ るものの、金属党換制に置かれている力点は相対的に軽い。 もう一つ

は、銀行券の自由発行 それ自体 を必須な条件 としていないことである。これは、彼が、

銀行券を信用の一形態 として位置づけ るとともに、全体 としての信用の 自由な供給 を重
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要視 しているためである。

ところで、金本位 に基づ く銀行券の自由発行制の場合、過剰発行 は最終的には金免換

に よって阻止される。つ まり、個別銀行による銀行券の過剰発行 は、当該銀行への銀行

券の還流 と金党換請求によって歯止めが掛け られ、その調整は手形交換所によってより

速やかに行われ る。また、複数銀行の協調による過剰発行 は、それ ら銀行全体への金免

換請求によってチェックされることになる。 スクループは、この金党換の枠組みを外 し

た場合 に、金融 システムの安定性はいかに保持 され ると考 えているのであろうか。

彼は、信用通貨を信用の発展 した形態 と見なし、通貨流通の広が りも信用一般 と同じ

くその通貨に対す る信用の大 きさによって規定されると考 えている。「銀行業の自由競争

下では、いかなる銀行の恒常的な流通量の割合 もその相対的な信用、または割引の安 さ、

便宜の大 きさによって決まる。その信用が他の銀行 と同 じであれば、割引率 を低 くす る

か大 きな便宜を提供す る以外に、正当なシェア を超えてその紙幣 を流通させ ることはで

きない」。こうした行為は危険 と損失 を伴 うので、十分な払込資本をもつ銀行は避けるで
　 　 　 の る コ

あろう。「それぞれの銀行 は、全流通量のうちその相対的な信用にちょうど(それ以上で

はな く)相 当す る割合 を流通 させ ることがで きる」。「競争相手 よりも低 い割引率や低い

保証 によっていったん過剰発行 をな しえた銀行が……、その信用によって保証 されるよ

りも多 くの銀行券 を流通させ続け るためには、競争相手よりも低 い利率や低い保証で割
・ 。24)

引を続けなければならない」。信用 を有す る銀行が、損失 を甘受 してそのような事業 を拡

大 し続けることはあ りえない。こうして、銀行間の 自由競争の下では、競争原理によっ

て過剰流通が防止され、需要に見合 った信用の供給が実現されることになるというので

ある。

しか しなが ら、意図的で詐欺的な過剰発行 はどの ように防止 しうるのであろうか。ス

クループは、 こうしたことが行われるのは制度的な欠陥があるためであ り、制度的条件

が整備 され ることによって防止できると考 える。そして、これを立法の義務 と見なす。

従来、政府は 「つねに、 自由に してお くべ きことを管理 し、管理されるべ きことに完全
25)

な許可 を与えてきた」。提起 されてい る銀行業の制度的改革は、一つには、大資本 を基礎

として銀行 を強固な信用の上に基礎づけることである。そのためには、株式銀行の設立

を全面的に自由にし、「多くの払込資本をもち、より安全でよく知 られた保証 を公衆に提
26)

供す る、大 きな組織 または会社の信用」を実現することが不可欠である。それ と同時に、

銀行 とくに地方銀行の保有資産の健全化 を図るため、銀行の資産 を、安全かつ確実でさ

らには利子 を生み出す ような資産、すなわち株式、大蔵省証券、土地担保な どか ら構成

され るようにするべ きだ とす る。政府証券 を保有するこ とは、「銀行券の支払を政府が間
27)

接的な形で保証す る」 ことにもなるであろう。
28)

もう一つ は、「国家 の信用 に よ って銀行券 を支 える」 こ と、つ ま り銀行 券 を法定 通貨 と
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して国立 銀行 が 発行 す るこ とであ る。 こう して、 銀行 券 は 「全 国民の信用 」 と、政府 の
ご　　

「負債 と租税 の支払 いに確実 に受 領 され る」 とい う財 政的保証 とで支 え られ る。こ うした

国家紙幣 を支持す る見解 は、1833年 のパ ンフ レッ トで明確 に表れ て くる。 この場合 、信

用一般 の供給 は 自由競争 に委 ね るべ きだ とされ てい るこ とはい うまで もな い。 なお、同

パ ンフ レ ッ トでは、政府 に よる不 当な干渉 を避 け るため に、国立銀行 を行政 府か ら独 立

させ る一方、立 法府 を通 じて公衆 に対 しよ り直接 的かつ 明確 に責任 を もたせ るこ と、ル

ー ル を明確 に して義務 と強制力 を もたせ るこ となどが必要 条件 として提 案 され てい る。

また、通貨発行 の ルー ルにつ いては、一定 の期 間の平均値 を基準 とした金の市場価格 に

したが って発行 量が調整 されね ばな らない としているが、彼の本意 は、金準備 の負担の

軽減 と金価値 に基づ く調整 か らの離 脱に あ る。 これ につ いては、 同パ ンフレ ッ トで、 多

様 で 多数 の商品か ら構成 され る商 品 リス トか ら構 成 され る計表本位 の採 用 を提案 してい
　 ラ

ることか らもうかが え る。 これ は、 商品集 団の生産費用 の平均 値 を公正 で真の価値 尺度

と見 な して きた彼の 見解 と一致す るもの であ り、後の時代 におけ る商品バ スケ ッ トを本

位 とす る構 想の原型 をなす もの であ る。 そ して、金の廃 貨 と不換紙幣制 度の必要性 と可

能性 につ いて次の よ うに議論 を展 開 してい く。 「鋳貨へ の即 時党換 を強 いる法の下 では、

流通 の管理 に いか に思慮分 別や用心 を払 って も、取 り付 けやパ ニ ックを阻止す ることは

で きない」。 公衆 は、 イングラ ン ド銀行券 を「正 当に も、金貨 と等価 であ る と見な して い

る。 これ[イ ングラ ン ド銀行券]は また、 あ らゆる緊急時に確実 に果 たされ うる約 束 で

あ る。金 の支払約 束は、 いか な る緊急時 で も果 たされえ ない とい うこ とをすべ ての 人が

知 ってい る」。 そ して、「あ らゆ る請求 に保証 ではな く金 で即座 に支払 うとい う見せ かけ

の約束 をす るこ とは、……根拠 の ない危 険にふけ って国の安全 を危険 にさ らす こ とを望
ヨユタ

まない入々 を、実際 の損失 に さらす だけであ る」。

さ らに彼は、「い まや 幸 いに も破 綻 した重 商主義 を長 く支 えて きた ミダー ス王 の よ うな
32)

偏見」に基づ くものであるとして金貨幣 を強 く批判 している。金属通貨は物々交換のよ

り便利な形態にす ぎず、未開時代の交換様式に固有な当事者間の交渉の欠如や信用の制

限 という欠点を有 している。 したがって、純粋 な金属通貨だけを強制することは、社会
　

を物々 交換 の野蛮 な段 階 に戻 す こ とに他 な らない とい うの であ る。

しか し実際 には、 ス クルー プは、公衆 の問 に根 強 く存在す る不換国家紙幣 に対す る偏

見 を考慮 に入 れて、現実的 な提 案 を行 って いる。1832年 の論文 に示 され てい る案 は リカ

ー ドの国立銀行案 に近 い もので、 ロン ドンの銀行 につ いては金党換 とし、地 方銀行 の支

払準備 は ロン ドンの銀行 の銀行 券 で支 払われ る とい う二重構造 をもつ金融制 度の提案 と

なってい る。1833年 のパ ンフ レ ッ トでは、 ロン ドンの通貨制 度につ いて単一通 貨 と競争

通貨 とを比較 した上 で、 原則的に は競 争状 態が望 ま しい としつつ も、最終 的に国立銀行

によ る単一通 貨制 度 を選択 して いる。他 方、地 方流通 につ いては、単一 流通の利点 を認
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めながらも、銀行券発行か ら得 られる利潤が大きいことを考慮 して、地方銀行 に発券の

自由の必要性 を認めている。彼の国立銀行案は、 リカー ドな どの案 と多 くの点で類似性

を有 しているが、金属本位制の意義について否定的であるという点で異なっている。彼

によると、「リカー ドの案では、現状 と同 じく、同等の地金の増大がなければ、そうした
34)

[人口、資本、お よび生産能力の]増 大に備えることはできない」 ことになる。

最後に、1833年 の改革案の概要 を付け加 えてお くことにしたい。①1773年 以前に用い

られていた銀本位へ復帰す る。② イングラン ド銀行に代えて国立銀行 または首都発券局

を設置し、その紙幣 を法貨にす る。本位金属の免換に制限を設け、商業や金融の正 当な

需要 を満たす紙幣 を、地金市場での本位金属価格に基づ いて発行することを発券 当局に

義務づける。③地方銀行の銀行券は、それ と同額の払込資本、またはその支払保証 とな

る資産の預託に基づ いて発行す る。④商品集団の平均価格の計表 を公的な形で定期的に
35)

公表 し、交換価値の尺度 として参照できるようにす る。

これまで見て きたように、スクループの銀行 ・通貨論の特徴は、進歩 と秩序、自由 と

公正などの概念 と密接に結びついて議論が展開されていることと、通貨は産業 と勤勉の

利益 と発展に応えた柔軟な ものであるべ きだ という主張に見出す ことができる。 当時の

イングラン ドにおける通貨論争の中で、金本位制の廃止 と金の廃貨を強力に唱 えたとい

う点で、彼の見解は異端に位置 している。 しか し、国家信用に基づ く法定不換紙幣の主

張、 自由競争 に基づ く銀行信用の拡大の意義の強調、計表本位 の提案、中央銀行の立法

府 との関係 とその独立性への配慮は、管理通貨や銀行信用の発展 という金融 ・銀行制度

のその後の発展 を考慮に入れ ると、全体 として正鵠 を得たもの となっている。それは、

当時の経済学者が ともすれば失いがちであった経済 と政治や社会 との結びつ きを重視 し、

さらに現実的なバ ランス感覚 を保 ちつつ、現実の諸問題 と向 きあっていったことの産物

であったと言えよう。
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る。0ηCz64〃-Cπ7π ηの・,P.23.

19)ス クル ー プは、所得 の源 泉 と して、労働 、土 地 、生産 的 資本 に貨幣 契約 を加 えて いる。/1η

E槻 〃¢初α卿 η げ'加 βαπんC加7!67Qπ6s'加,p,17.ち な み に、彼 の 見積 りで は英国 とア

イル ラ ン ドにお け る貨幣 契約 の総 額 は30億 ポ ン ドに:達す る とされ てい る。 乃ゴ4.,p.19.

20)ス ク ルー プは、 信用 の生 成 と発展 につ いて以下 の よ うな議 論 を行 って い る。 互 いに顔 見知

りで互 い の経済 状 態 を知 って い る当事 者 の間 で な され る一単純 な取 引の場 合 、そ の取 引に よ

って発 生 した債務 は、相 互 に債務 証 書 を交換 す る こ とで決 済 され る。 しか し、取 引が複 雑

に なる と、 決済 の ため に債務 者 と負債 者 が一 カ所 に集 まる こ とは不 可能 に な る。 そ こか ら

信 用手段 の流通 が始 ま る。 手形 は、 固有 の価値 を もつ物 品に よる支払方 式 の よ り発展 した

形 であ るが、 買 い手や裏 書 人の信 用 が あ らか じめ なけれ ば な らない。 巨額 の払込 資本 に 支

え られ た銀 行 の銀行 券 が、 広範 で安 全 な信用 を提 供 し、信 用 システ ム を大 き く発 展 させ た

と して い る。個 人 的 な信 用 が次 第 に流通 を拡 大 し、や が て一般 性 を獲得 して い く過程 は、

メ ンガー の貨幣 生成 論 にお い て、 貨幣 とな る商 品が 「販売 可能 性」 を獲 得 してい く過程 に

対 応 して い る。 ただ し、国 家信 用 につ いて は触 れ られ て い ない。 また、 信用 手段 を言語 に

擬 して、紙 幣 の発 明は 「話 し言 葉か ら書 き言葉へ の、 手書 きか ら印刷 へ の発 展 に匹敵 す る

巨大 な一 歩 であ る」 と述べ て い る。0ηC7戯'-Cz〃 γ6ηα,pp.37-9お よ び`TheRightof

IndustryandtheBankingSystem',pp.445-6を 参 照 の こ と。

一90一

申 軸 噌レ勲 鵜び旧輔唱甲伽岬 」P嘲'艸 甑ゆ'励 ・ 」鴨'「9臣



スクループの信用 ・銀行論 通貨における公正 と自由

21)0ηC764髭 一Cκ7%の2〔こy,p.47.

22)McCulloch,研s'oγ 加1S勉 娩(ゾ 漉εβ伽 々 ρ/Eηg♂ αη4」 ω励 αηE比 α漉 ηα'ゴoησ 漉θ

Q麗 ∫'ガ0ηα∫ 孟0伽P7010η9α 渉げ0ηqズ 漉θE瓢6!%S勿6P吻 ゼ1¢9召S(ゾ ≠加 ∫Es孟 α∂1醜挽θη',

1831.な お 、 ス クルー プ のマ カ ロ ッ クに 対す る批判 は以 下 の よ うな諸 点 に 向 け られ て い

る。 ①権 力 に よ る濫 用 の危 険性 を軽視 し、特権 的 な イ ング ラ ン ド銀行 に通 貨管理 を任せ よ

う として い る点。 ② ス コッ トラン ドは地方 であ り、 ロ ン ドンは 中心 地 で あ る とい う理 由 か

ら、 ス コッ トラ ン ドの経 験 を無視 してい る点。 これ に対 して は、 ス コ ッ トラ ン ドの 銀行 が

過 剰 発行 しない の は、 それ に よって ロ ン ドンに対 す る為 替 の下 落 に よ る金要 求 を引 き起 こ

され るか らで あ り、 これ は ロ ン ドンで(銀 行 業が 自由 で あ る場 合 に)過 剰発 行 が な され な

い のは 、大 陸に対 す る為替 の下 落 に よる地 金 流 出 を避 け るため であ るの と同 じで あ り、両

者 の間 に本質 的 な違 い は ない と反 論 して い る。 ③ 銀行 間 の 自由競 争 は過 剰 発行 を引 き起 こ

す とい う点。 これ に対 す る反論 は、発 券銀 行へ の 銀行 券 の還 流 と金 請求 に よって チェ ック

が働 くとい う議論 で、いわ ゆ る銀行 学 派 と基 本的 に 同 じ もの で あ る。`TheRightofIndus・

tryandtheBankingSystem',pp.449-54.し か し、 ス クルー プ では、 銀行 券 の還 流 にお

いて 金党 換が 果 たす役 割 の 占め る比重 は相 対 的に低 い。 詳 細 につ いて は筆 者の 「フ リー ・

バ ン キン グ論 者 とマ カ ロ ッ クとの論 争 をめ ぐって 」(『大 手 前女 子大 学論 集』1998年 に 所収)

を参 照 の こ と。

23)`TheRightofIndustryandtheBankingSystem',P.441。

24)以 上 、 伽4.,pp.451-2.

25)0ηCγ6漉 たC%γ ア伽 のノ,P.59.

26)/1η 」翫o〃2疹η6τ距o多zq〆'ぬ θ 正勉η々 C勉zγ 渉θγQz6θ∫'ゴoクz,P.34.

27)1∂ ゴ4.,P.75.

28)1∂ げ4.,P.60.

29)以 上 、乃∫6.,p.65.

30)ジ ェ ボ ンズ は計表本 位 とともに 「無 差別 の 法則 」 につ いて ス クルー プの功 績 を認 め て い る。

丁勉.P励6φ16s(ゾE60ηo吻 ゴcs,1905,p.59.計 表 本 位 につ い ては、 ジェ ボ ンズの ル10ηの

伽4'舵 〃66加 ηゴs〃3げEκ6加 ηgθ,1875,pp.329-31(な お 、 この 部分 は、 松本 幸輝 久訳

『貨幣 及 び交 換機 構』 日本 図 書
、1948年 で は省 略 され て い る。〉 と、1初 θ轟g読oηs加C簾

名伽 砂 αη4F劾 碗66,1884,p。122,noteを 参 照 の こ と。 なお、計 表 本位 の原 型 となる構想

が最初 に提 唱 され た のは、 ロウ(JosephLowe)の7勉P7686初S観6げE㎎ 伽4伽

名㎎1α毎 ∫oAg沈 〃'解6,丁 勉46,α η4F勿oη06,1822に お い てで あ り、 これ につ いて はス ク

ルー プ 自身 も認め て い る。1玩 ♂.,p.29,note.

31)以 上 、 弼4.,p.65.

32)0ηCz64露 一Cz6γ72πのア,p.52.

33)1∂ ゴ4.,p.67.

34)ノ 生2z加z〃z∫ ηα海oη6ゾ'ぬ8B己zη 々C伽z7'θ γQz66sガoη,P.61.

35)1ゐ ゴ01.,p.76.

一91一


